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第3期宇宙教育プログラム

「人文社会x宇宙」分野越境人材創造プログラム

東京理科大学 特任副学長
宇宙教育プログラム研究代表 向井千秋

東京理科大学では文部科学省の宇宙航空科学技術推進委託費によ り人れて、宇宙を題材にした中高生向けの教育教材やカリキュラムを開発し

る宇宙分野での人材育成プログラムを6年間（第1期は2015年度から2017 実践できる大学院生 ・ 大学生を育成することを目的としています。自分が学

年度、第2期は2018年度から2020年度）開催してきました。「本物に学ぶ」を んだ知識や学びの楽しさを、他の人に余すことなく伝える力を養成すること

モットーに、扁校生や大学生を対象として行ったこのプログラムの目的は、将 で、深い学びを得ることができます。宇宙を切り口にした理科教育を実際の

来、理科教員として宇宙科学技術の魅力を広く発信できる人材や、研究 教育現場に反映していくために、指導を希望する誰もがそれぞれの教育環

者 ・ 技術者 ・ 起業家等として、宇宙開発 ・ 宇宙産業の発展を担う人材を育 境で利用できる指導要領もまとめます。宇宙開発の最先端で活躍する研究

成することでした。「講義、実習、模擬宇宙環境体験や利用（パラボリック飛 者 ・ 技術者たちの智慧が詰まった指導要領の内容を深く理解することで、こ

行 ・ 落下等、ローバーによる探査等）、海外の研究者 ・ 技術者 ・ 宇宙飛行

士との交流」などのカリキュラムを通して、知識や技術を習得するとともに、宇

宙分野で実際に働く人たちから仕事の面白さや厳しさを学び、キャリア形成

に役立てる貴重な機会を得ることができたと思います。また、このプログラムで

は過年度の受講生がメンターとなり、新受講生の学びの支援や高校の理

科教育の導人に利用できる教材を作成するという内容も含まれていました。

メンターとなる学生が科学技術に関するコミュニケー ション能力や実践的指

導力を高めることで、指沸者として成長することを期待したカリキュラムでした。

さて、2021年度開始の第3期宇宙教育プログラムは、「人文社会X宇

宙」分野越境人材創造プログラムというもので、これまでの理科系中心の宇

宙教育プログラムを人文社会の分野にも広げるとともに、教育学の手法を取

れからの時代を生き抜く上で必要な力が自ずと培われると思います。

「教育は夢をかなえる手段」です。開発したプログラムに参加した生徒達

が、チームとしてプログラムが求める任務を完了することの楽しさや達成感を

得ることによって、自発的に勉強してくれたらと思います。東京理科大学は、中

学や高校の理科教員免許を取る学生が毎年300名弱おり、そのうち100

人程度が教職についています。宇宙を切り口としたこの理科教育プログラム

で学んだことを、それぞれの生徒達が自己実現に役立て行くことが、本学の

建学の精神である「理学の普及を以って国運発展の碁礎とする」ことを具

現化していることなのです。この理科教育プログラムが、科学技術立国の日

本を支える教育者、宇宙分野の研究·開発や産業に従事する人財を育成

していく一助となることを伯じてやみません。

本プログラムは、文部科学省地球観測技術等調査研究委託事業（宇宙航空科学技術推進委託費）「探究学習向け「宇宙教育プログラム」の開発と実践」によって実旅されるプログラムです。
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